
千葉県いすみ市発 

地域の杉を使った森の再生プロジェクト 
(有)大丸木工所 大谷展弘 

厄介者扱いされている杉を皆の手の触れる場所へ、杉の第二の生き方を創造する。家具屋の視点でこれからの
木材利用と地球環境を考えた資源循環型社会への挑戦です。台風の強大化、豪雨、暖冬、張らない氷、不漁や農
作物の不作など、私の周りでは様々な環境課題がありました。そして衰退した林業と手入が入らず荒れた杉山は
一昨年の台風では広範囲にわたり倒木による停電被害を与えました。これとは別に数年前に知った飛騨産業の杉
圧縮材を使った家具との出会い、そして地域企業や地元行政との関わり合い。様々な要因が重なり合い融合した
ことで生まれたのが森の再生プロジェクトです。地域性を活かして地域の木材と人材を活用し地域を盛り上げた
い。都心から離れた海辺の里山から発信する新たな挑戦です。 

テーマ 地域で厄介者扱いの杉を飛騨産業の圧縮家具技術を使って家具として生まれ変わらせる 
  30 年使える家具を作り 30 年木を育て再び家具として利用することでの資源循環型社会 
  それぞれの強みを活かして企業と行政が連携し地域活性化する事で地域の魅力を上げる 

放置された杉の活用（いすみモデル) 
① いすみ市役所より停電予防伐採で出た不要な杉の情報が入る
② スギの丸太は回収され市内製材所へ運ばれ製品に適した規格に製材加工される
③ 製材した杉材は岐阜県高山市の飛騨産業へ地元運送会社が運搬
④ 飛騨産業では人工乾燥・再加熱処理・圧縮加工・製品化工程を経て家具となる

圧縮加工は蒸した杉を型に入れ圧縮することでナラ等の広葉樹並みの硬度にする技術です
カウンター天板 書架 ベンチ 椅子などへの利用が可能です。

関わった企業と団体   
いすみ市商工会 新規事業創造委員会 
メンバー (有)大丸木工所 矢野林材(株) 銚子信用金庫 建築士 防災士 回収(廃棄物処理業者) 運送業 
技術協力 飛騨産業株式会社（市外企業） 

具現化した上で見えた課題と時代の潮流 
・林業衰退による不安定な入手経路 伐採費・運搬費の問題・製作費 活用の場と理解 周知と協力賛同の輪 
・循環・サスティナブル社会への転換期 これからのトレンドと時代感 価格重視から意味のある選択と利用 

独占から協力・シェアの時代 安価な大量消費社会から高品質・本質・心の時代 

全てを一カ所で賄うのでなく、各自持てる強みを活かし行政や地域とも連携する事で経験と技術力のシェア 
これらの取り組みをシステム化した事で、似たような課題を抱えている地域でも活用できますので、ご興味のあ
る方はお気軽にお問い合わせください。 

飛騨産業 

圧縮技術紹介 

問い合わせ先 
(有)大丸木工所 大谷展弘 otani nobuhiro 
〒299-4622 千葉県いすみ市岬町押日 3550 
電話 0470‐87‐2622 FAX 0470‐87‐6581 
Mail info@1913.jp      大丸木工所 HP 

＊いすみモデルとは地域のヒト・モノ・コト・場 いすみ市の資源を組み合わせた取り組みです

いすみ市 HP 

≪セミナー②≫
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